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ミニ・チヤレンジショツプ「フリークポケツト」

坂林哲雄（東京都／協同総合研究所）
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富山市中央遍商店街

　富山市中央通商店街の東の外れにある2階建

が全国の注視を集めるミニチャレンジショッ

プである。名前を「フリークポケット」とい

う。この建物の中に2坪で仕切った12のミニシ

ョップが入居し、若者を向けの小物やアクセ

サリー、衣類などが所狭しとディスプレイさ

れている。土日は500人を超える若者が押しか

ける。3年が経過して、ここを足場に28人の若

者が富山の商店街の中に自らの店を構えて商

売を続けている。1000に3つと言われるベンチ

ャーに浮かれ、新産業の育成だとばかりに税

金を無駄使いしていることと比較すると、こ

の商店街が為しえたことのすごさが一層あざ

やかに見えてくる。

ぎっかけ

　きっかけは中央通商栄会の関係者が旅行で

訪れた香港の町にあった。ひとつの建物に2，

3坪の個性豊かなミニショップが多数入居し、

アジア的魅力を持った楽しさがある。ちょう

ど商栄会でも空き店舗の対策に頭を悩ませて

いた。96年12月の商栄会事業部会では、「空き

店舗を中央通商栄会で借り受け、2，3坪に区切

り、商売を始めたいと思っている人を県内外

から広く募集する。契約期限を決め、安い建

物賃借料で実際に商売をしながらノウハウを

勉強できる実験店舗として、経営上のアドバ

イス、セミナーなども開催しながら、中央通

りにも若い新しい力が加わることで、お互い

に相乗効果を得ることを試みる」という意見

がまとめられた。97年4月に「ミニ・チャレン

ジショップ運営協議会」が、富山市商工労政

課の職員を含めて発足した。

　顧客のターゲットは若者である。入居募集

に対して、全国から43名の応募があり、書類

選考、面接選考で最初の12名が決定した。入

居条件は、「月額賃料1万円（最初の3月は無料）、

共益費1万円、資金・保証金なし、入居期問は

1年とする」というものだった。

　因みに商品の仕入れを除けば、この中央通

商栄会で10坪程度の店を借りるのに、保証金

や改修費で500万ぐらいは必要になる。この

「フリークポケット」では、それがゼロ。商品

にもよるが初期の資金は100万ぐらいで始める

人が多いのではないかということだった。
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誇れる成果

　オープンは97年の7月5日（土）。これまでに

現在の10人を含めて45人がこのミニ・チャレ

ンジショップに入居している。そのうち28人

がこの町で出店している。

　この0年間を商栄会では次のように総括して

いる。

　「rフリークポケット』がオープンして3年経

過、この3年間（平成9年4月1日から平成12年7

月6日）で富山市の負担金（1O，545千円）、協

同組合中央通商栄会の負担金（15，421千円）

がそれぞれ投入されたが、事業の実施効果と

して、次のことが挙げられる。

（1）『フリークポケット』卒業生が商店街や隣

　　接地で独立開業したことで、空き店舗が

　　減少した。

（2）既存の商店街にみられない新しい業種が

　　登場した。これらの店では、出店者の個

　　性やこだわり、新しい感性が商品に反映

　　しており、新しい顧客の獲得に繋がった。

（3）アメリカやベトナムヘの直接買い付けの

　　ほか、ネットワークを通じたインターネ

　　ットによる買い付けなど、若い出店者の

　　独自のネットワークづくりとバイタリテ

　　ィーあふれた行動力は、新鮮な商品、旬

　　の商品の発掘、価格の安さに繋がり、周

　　辺の小売業者にも刺激を与えている。

（4）若い小売店経営志望者が意外に多いこと

　　が確認でき、新しい出店者の発掘が可能

　　になった。

（5）rフリークポケット』周辺の歩行者通行量

　　が前年比で20％アップし、賑わい創出に

　　寄与した。」

　もう一つ付加するとすれば、いき場のない

若者達のたまり場、行き場として、商店街が

機能しはじめたことだ。

　聞けば、ひきこもりの青年や不登校の若者

達が、趣味や関心に応じてお店にやって来る

という。そこにある商品を買うことが目的で

はなく、若い店主や仲間と話したり、好きな

品物に囲まれて、そこに存在するためにやっ

てくるのだ。

　最初から狙ったわけではないが「フリーク

ポケット」は、多様な成果を生みはじめてい

る。

成功のポイント

　ミニ・チャレンジショップ協議会会長の沢

井さんは「行政や商工会議所の主導ではうま

くゆかいのではないか」と「民間からの発想

と運営」を強調している。富山市の職員が協

議会のメンバーとなっているが、補助金との

関係でアドバイスに徹していたようだ。因み

に、富山市は条例を改正して500万の融資条件

を緩和し、空き店舗に進出する若者をサポー

トした。

　客観的な条件を除けば、成功したのは、「民一

間の発想と運営」に尽きるのかもしれない。

言葉を変えれば、沢井さんたち商店主の、こ

の町で生きる「闘い」であり「努力」であり

「意地」だったのではないかと思う。

　応募してこのミニ・チャレンジショップに

出店する人は、全員が素人で、職を転々とす

る人や、アルバイトでつなぐフリーターとい

った人も多い。沢井さんたちはオープンまで

に「週一回程度の全員の顔合わせを行い、個
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別の相談」を繰り返している。「富山警察署の

防犯セミナー」「商店街経営者によるアドバイ

スセミナー」なども実施している。そして、

もっとも大切だったと思うのは、出店後もち

ょくちょく「フリークポケット」へ出かけて、

店の様子や一人一人の商充の状態を尋ね、ア

ドバイスなどを行っていることだ。オープン

する前は気にもならなかったようなことが、

次から次へ噴出してくる。そんな様々な問題

に、地元の商店主たちが一々生きたアドバイ

スをし、素人を育てていったのである。現実

にぶつかってみれば、「座学」も厭わず「ラッ

ピングの方法」「接客のいろは」「顧客名簿の

管理」「簿記」「資金繰り」「税金」「銀行との

付き合い」など、経営上の様々なノウハウを、

脱落者もなく吸収していったという。「自分に

身になると分かれば、真剣に聞きますよ」と

沢井さんはいう。「個別の商品知識はそれぞれ

のノウハウだが、何を売りたいかを聞けば、

それなりにアドバイスはできる。」「要はやる

気があるかないかを見て決めます。」「フリー

クボケット」へ出店する人を選ぶ基準は「や

る気」だ。売れそうなアイデアを持っている

からで選ぶのではない。

の支出は協同組合にとって「員外利用」と解

釈されかねないもので、毎年の総会で問題と

された。「うちの商売と若いものは関係ない」

という商店主の意見もある。沢井さんも「呉

服屋」を営み、目の前の「フリークポケット」

に若者があふれても、自らの売上には関係が

いない。

　うがった見方かもしれないが、沢井さんた

ちを突き動かし、是が非でも成功させなけれ

ばと導いたものは、案外こういった内部の批

判だったのではないだろうか。「フリークポケ

ット」の運営は引き続き沢井さんたちに委ね

られるという。経営責任なき運営が次にどう

なるのか。「フリークポケット」には次の課題

が求めているように思える。そして、第2の

「フリークポケット」が、こんどは熟年世代を

対象に構想されている。

（労働旬報11月号「協同の現場から」に加筆）

禾采へ

　このフリークポケットの経営は2000年7月6

日から、富山市と企業で作った第3セクター

「（株）まちづくりとやま（TMO）」に移管さ

れた。この3年の間、商栄会から「フリークポ

ケット」の経営のために千五百万円の持ち出

しがあった。彼らを育て、商店街を元気にす

るために支出されたお金である。しかし、こ
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